
























1	 本稿の成立過程について一言。本稿は 2013 年 6 月 19 日に学習院大学法務研究科で開
催された能見善久教授主催の研究会における大久保直樹教授のご報告（「選択肢制限理







































































































































































































































る自己利益に基づく選好判断を Ri 、無差別判断を Ii とそれぞれ表記し、個















てはチキンだけのメニュ ｛ーc｝とチキンとステーキのメニュ ｛ーc,	 s｝とは同




10	aRib は弱い選好関係を表し、個人 i が選択肢 a を選択肢 b よりも優れていると判断す
るか、両者は無差別であると判断していることを示す。aIib は個人 i が選択肢 a と選択
肢 b とが無差別であると判断していることを示す。同様に、ARi
＊B は個人 i が集合 A
を集合 B よりも自由であると判断しているか、両者の間で無差別であると判断してい
ることを示す。AIi































の点については、Sen	2003:	chs.1,	3、若松 2004、若松 2005 などを参照されたい。
12	この論争の概要を理解するためには、Laslier,	Fleurbaey,	Grabel	and	Trannoy	1998、











































あると主張する。すなわち、個人 i は t よりも r を望んでいるのだから、｛ r｝




青い車は赤い車と色以外の点において変わりはなく、個人 i は r と b の間で




立場は、｛ r｝と｛ t｝とが自由度において無差別であり、｛ r｝と｛ t｝という二つ












を否定するならば、回避可能である。ここで独立性を定義しておこう。集合 A と B が
存在し、A が B よりも自由度において劣ることはないと判断されていたとする（ARi
＊B）。
この二つの集合のいずれにも属さない選択肢 x（x∉A∪B）を A と B のそれぞれに付加し
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